
        

ノ
リ
ノ
リ
、
ア
ゲ
ア
ゲ
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
・
・
・ 

六
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
六
年 

生
七
十
二
名
が
、
函
館
・
洞
爺
方
面
に
修 

学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
は
雨 

模
様
で
し
た
が
、「
旅
行
を
楽
し
く
す
る
の 

は
天
候
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
」
と
い
う 

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
が
発
揮 

さ
れ
て
、
本
当
に
楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま 

し
た
。
食
事
の
挨
拶
で
は
、「
海
苔
で
ノ
リ 

ノ
リ
」
「
揚
げ
物
で
ア
ゲ
ア
ゲ
」
「
キ
ャ
ベ 

ツ
の
千
切
り
の
よ
う
に
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
」 

「
甘
い
豆
を
食
べ
て
も
行
動
は
甘
め
に
な 

ら
な
い
よ
う
に
」
等
、
笑
い
の
中
に
も
行 

動
目
標
を
し
っ
か
り
掲
げ
た
、
す
て
き
な

コ
メ
ン
ト
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
天
候
も
機
嫌
を

よ
く
し
た
の
か
、
二
日
目
か
ら
は
良
い
天
気
に
な
り
、
見
事
な
夜
景
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
成
長
し
た
六
年
生
の
活
躍
が
今
後
も
楽
し
み
で
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
御
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

運
動
会
後
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
御
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
御
意
見
等
の
中
か
ら
、
か
い
つ
ま
ん
で
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
一
生
懸
命
走
る
姿
、
全
身
を
使
っ
た
応
援
合
戦
、
見
て
い
て
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
同
様
意
見
多
数
） 

・
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
に
大
変
感
謝
し
て
い
る
。 

・
団
体
競
技
は
、
協
力
し
合
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
、
気
持
ち
よ
く
感
じ
た
。 

・
時
間
配
分
が
よ
く
、
昼
食
時
間
も
十
分
あ
っ
た
。
（
同
様
意
見
あ
り
） 

・
技
能
走
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
（
同
様
意
見
あ
り
） 

・
白
山
台
の
応
援
合
戦
が
大
好
き
で
す
。
今
年
も
迫
力
の
あ
る
声
の
掛
け
合
い 

に
感
動
し
た
。
（
同
様
意
見
あ
り
） 

・
組
体
操
に
感
動
し
た
。
入
学
式
の
と
き
か
ら
感
じ
て
い
た
が
、
素
直
な
上
級 

生
の
姿
は
す
ば
ら
し
く
、
下
級
生
の
よ
き
手
本
と
な
る
と
思
う
。 

・
六
年
生
の
表
現
か
ら
騎
馬
戦
と
い
う
と
い
う
流
れ
が
よ
か
っ
た
。 

・
先
生
方
の
御
指
導
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
（
同
様
意
見
多
数
） 

△
リ
レ
ー
に
つ
い
て
（
補
欠
、
リ
レ
ー
ゾ
ー
ン
、
ア
ン
カ
ー
の
距
離
） 

・
補
欠
選
手
は
、
各
学
級
の
赤
白
か
ら
各
一
名
ず
つ
出
し
て
い
た
の
で
人
数
が 

多
く
な
り
、
全
員
を
練
習
さ
せ
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
は
、 

補
欠
の
人
数
を
減
ら
し
て
練
習
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
高
学
年
の
リ
レ
ー
ゾ
ー
ン
や
そ
れ
ぞ
れ
の
走
る
距
離
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の 

 

練
習
を
通
じ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
設
定
し
ま
し
た
。
よ
り
よ
く
な
る
よ
う
、 

来
年
度
も
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

△
六
年
の
親
子
競
技
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
（
距
離
が
短
い
、
見
に
く
い
） 

・
体
の
大
き
い
六
年
生
と
親
御
さ
ん
が
一
つ
の
レ
ー
ン
に
入
り
き
ら
な
く
て
危 

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
い
ま
し
た
。
良
か
っ 

た
と
い
う
御
意
見
も
あ
る
の
で
、
来
年
度
の
六
学
年
で
検
討
し
ま
す
。 

△
放
送
に
つ
い
て
（
何
回
目
の
出
走
順
か
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
ほ
し
い
） 

・
選
手
と
し
て
の
出
番
の
間
を
使
っ
て
、
何
人
か
の
子
ど
も
が
交
代
で
係
に
つ 

い
て
い
ま
す
。
回
数
を
間
違
い
な
く
放
送
で
き
る
余
裕
を
持
て
な
い
状
況
で 

す
。
種
目
の
最
初
に
つ
い
て
は
紹
介
し
ま
す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。 

△
花
火
募
金
に
つ
い
て
（
疑
問
に
思
う
、
昼
は
休
息
さ
せ
た
い
） 

・
来
年
度
は
、
児
童
会
で
検
討
し
ま
す
。 

△
応
援
席
に
つ
い
て
（
椅
子
に
座
っ
て
の
観
戦
） 

・
来
年
度
は
、
前
列
の
方
は
椅
子
を
使
用
し
な
い
よ
う
な
呼
び
か
け
を
運
動
会 

開
催
案
内
文
書
に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

～
運
動
会
以
外
～ 

△
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
選
出
に
つ
い
て
（
班
長
ま
で
指
名
し
て
ほ
し
い
） 

・
役
員
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
方
々
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
で 

き
る
だ
け
会
員
の
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
選
出
方
法
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会 

長
さ
ん
た
ち
と
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

△
玄
関
の
施
錠
に
つ
い
て
（
登
校
時
以
外
鍵
を
か
け
て
ほ
し
い
） 

・
原
則
と
し
て
、
登
下
校
時
や
休
み
時
間
以
外
は
施
錠
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま 

す
。
徹
底
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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２(月) 定期配信 19(木) ５時間授業

４(水) 音楽朝会 20(金) １学期終業式、３時間授業、給食なし

５(木) クラブ、引落日 21(土) 夏期休業 ※8/21(火)まで

６(金) SC来校、大清掃・ワックスがけ、

５時間授業 ＜個人面談 (7/23～7/26)＞

11(水) よみきかせ ※個人面談の日程は学級ごとのお

12(木) 委員会 知らせを御覧ください。

13(金) SC来校、なかよしタイム

14(土) シルバークラブ草刈り

16(月) 海の日

17(火) ５時間授業

18(水) 全校朝会（表彰）

～地域活動への参加のおすすめ～参加してみましょう！
夏休み中に、白山台地区ではたくさんの行事が予定されています。子どもたちにとって、子ど

も会行事や地域行事への参加は、いろいろな人との触れ合い、社会規範の育成、社会体験・自然

体験のよい機会となります。さらに、将来を担う子どもたちが自分が住んでいる白山台地区のよ

さを知り、ふるさとを大切に思う気持ちを醸成していくよいきっかけともなります。夏休みの計

画を立てる際に、児童館や公民館からのお便り等を御覧になり、積極的に御参加くださるようお

願いします。

＜予定されている行事の一部を紹介致します＞

・７月３１日（火）～８月 ４日（土） ・８月１１日（土）

八戸三社大祭（白山台山車組） ニュータウンまつり

・７月２８日（土）～７月２９日（日）

白山台地区キャンプ（種差少年自然の家）

御協力ありがとうございました
- 緊急時引き渡し訓練 -

６月１日(金)に行われました緊急時引き渡し
訓練では、全家庭の御協力をいただき、無事終
了することができました。先日大阪で起きた大
地震に関する記事に触れるたびに、改めてこの
訓練の大切さを感じています。児童数が減った
昨年度から、より効率的な方法を探りながら計
画し、実践してきました。
来年度も改良を加えなが

ら、訓練を行う予定です。
御協力のほどよろしくお

願いします。

うちどく

梅雨の日は「家読」でもいかがですか
～ 家庭読書週間 ～

６月２５日より家庭読書週間が始まりました。

単に家で一緒に本を読むだけのように思われがち

ですが 「共に読書することによって子どもの内面、

が見えてきた 「子どもだけではなく、親自身の心」

も安定してきた」など、様々なメリットも生まれて

きます。先日、ブッククーポンも配付しました。

梅雨のうっとうしい日、家族

で読んだ本の感想を、共に話し

合うことで、新しい家族のコミ

ュニケーションの形が生まれて

くるかもしれませんね。


